
期末テスト

三者面談

最低でも小学５年中期までには

小学校の授業内容を完成させる！

・現在トライを利用中の方に最適なプランです。 特徴１

・中学年「塾でわからないところが増えてきた」 智辯学園の傾向に基づき、対策を打ちます。

　　　　「中学受験の準備がまだできていない」 特徴２

・高学年「なんとしても智辯学園に入りたいという希望がある」 現在通っている塾にあわせて対策が打てます。

　　　　「単元対策を希望」 特徴３

科目を限定して対策を行なうことができます。

対象学年：小学４年～６年生

対応地域：奈良県全域

指導期間：お申し込み時から受験日の月末

理科

配点１００点、試験時間５０分、目標点数７０点《出題分
野》物理分野１～２題、化学分野１～２題、地学分野１～２
題、合計６～７題　《対策》各分野とも難題は尐なく、基礎
から標準レベルの問題が特徴である。理由などを記述させる
問題が多いので、考える力をつけておく必要がある。また、
近年の環境問題に関しては類似問題の演習などが必要となる
ので対策を行なうこと。

１２月～１月

4年時
対策

受験合格に際しては生徒の偏差値を上げるというものではな
く、奈良学園の最低合格ライン＋αを獲得する対策を採る。
最低合格ラインは２０２／５００点、最低合格ラインは４
１％、安全合格ラインは５２％、目標ラインは６０％として
対策を採る。算数、国語の比重が重いので学習内容もそれに
合わせてすすめていく必要がある。

算数：学習の仕方を学ぶ。わかる・できる喜びをあじわう。
学校で習う小6の内容までを先取り学習し受験の単元に入
る。予習シリーズ4年上下、5年上、計算と1行問題集　国
語：学習の仕方を学ぶ。入試で取り上げられることの多い小
説を2冊以上読む。予習シリーズ4年上下、5年上、漢字、言
葉の練習帳、言葉力　社会：テキスト、資料集、地図などを
持ちした学習の仕方を学ぶ。社会的好奇心をはぐぐむ。予習
シリーズ4年上下、5年上、自由自在。　理科　学習の仕方、
理科的好奇心をはぐぐむ、予習シリーズ4年上下、5年上、自
由自在

配点２００点、試験時間５０分、目標点数１２０点。《出題
分析》：小数、分数、相当算、つるかめ算、差集め算、植木
算、仕事算、時計算、平均算、旅人算、速さ、倍数算、整数
の性質、立体図形、図形の移動、図形の規則性、平面図形、
水槽問題　《対策》正確な問題は大前提、特殊演算の考え方
になれておく必要がある。図形問題は比と面積・体積とが関
係した問題が多いので、よく問題演習を進めておくことが大
切。問題文中の条件を整理して素早く立式する能力を養って
おく必要がある。

配点２００点、試験時間５０分、目標点数１２０点。《出題
分析》：物語文、漢字、ことわざ、慣用句、文法・敬語、選
択式、抜き出し式、記述式　《対策》評論文、説明文、随筆
から満遍なく出題される。文章量が多いので普段から３００
０～４０００字程度の長文問題を意識的に解いていくことが
必要。また、自分で答えをまとめる記述形式の問題も多いの
で、１００字記述の演習などもしておくこと。
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智辯学園中学突破カリキュラム
各学年の学習ポイント 対策の特徴入試データとポイント

◎ 年間スケジュール

5年 6年

算：受験に必要な

単元の学習を完了

国：文法読解方法

を一通り習得、必要

な文法・語句の知

識を一通り習得

社：地理の学習を

全て完了、歴史の

学習に着手

理：ヒトの体、回路、

天体、水溶液など

出題頻度の高い分

野を習得

◎ こういう生徒にお勧め！ ◎ 対策の特徴

◎Data Mining

◎ 対象エリア

学習計画

算すべての

基礎学習を

終え、問題

演習をする

中で起訴事

項の確認。

国、社、理：

全ての基礎

学習を終え、

問題演習を

する中で基

礎事項を確

認。

算：４科のまとめにて基

本の解法を自在に操れ

るようにする。名古屋中

など傾向が似ている学

校の過去門演習を始め、

応用問題でどの基礎事

項を使うか瞬時に判断

する。

国、社、理：智辯奈良中

など傾向が比較的似て

いる学校の過去問を始

める。解答作成テクニッ

クを完成させる。４科の

まとめ

算：智辯中学過去問１０

年分を単元別に解きす

すめる。苦手分野が発

見された場合は基礎に

立ち戻る。

国：４科のまとめ２週目。

基礎事項に漏れが無い

か確認する。西大和中

学の過去問１０年分は

月１回のペースで解く。

社、理：４科のまとめ２週

目。基礎事項に漏れが

無いか確認する。智辯

中学の過去問１０年分を

単元別に解きすすめる。

算：智辯中学過去問２週目。

解答作成テクニックを洗練さ

せる。近年の他県の上位校の

過去問を解く事で最新の受験

傾向に慣れる。

国：ほぼ仕上がっている状態。

週１回のペースで近年の他県

の上位校の過去問を解き、最

新の受験傾向に慣れる。月１

回のペースで東海中の過去

問を解く。社、理：智辯過去問

２週目。単元別に弱点を発見

し、そこは基礎に戻って補強

する。解答作成テクニックを洗

練させる。近年の他県の上位

校の過去問を解くことで最新

の受験傾向に慣れる。

算、国、社、

理：智辯中学

過去問３週目。

時間を計って

本番と同じ形

式で解く。本番

に備え、心身

のコンディショ

ンを整える。


